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【134】

論　文　の　内　容　の　要　旨

　本論文は，複数人のユーザが複合現実感を共有して作業を行う協調型複合現実空間において，頭部装着型

表示装置（HMD）により隠されてしまう視線情報を復元し，円滑なコミュニケーションを実現する技術に

関するものである。

　第 1章で，本研究の動機を述べた後，第 2章では，コミュニケーションにおける視線の重要性を論じ，

関連研究の紹介と本研究の位置づけについて述べている。さらに，視線を復元するための基本的な方針と

して，ユーザの顔映像を生成し仮想的に HMDを消去するアイデアを提案している。

　第 3章では，任意方向・任意視線の顔映像を生成するために，3方向から撮影した顔写真から因子分解法

によって 3次元形状を推定する手法，顔表面のテクスチャを展開テクスチャとして生成する手法，眼球テク

スチャを用いて視線移動を表現する手法，を提案し，顔映像をリアルタイム生成するシステムを構築した結

果について述べている。

　第 4章では，3次元レンジファインダと高解像度カメラを用いて，3章の顔モデルを高精細化する手法を

提案し，生成結果について述べている。

　第 5章では，HMDに組み込む視線検出機構を紹介している。

　第 6章では，上記の技術を統合し，顔映像重畳によって HMDを仮想的に消去し，視線情報を復元するシ

ステムについて述べている。特に，顔映像を重畳する HMDの位置・姿勢を，正確かつ安定に計測するため

の手法，および，顔映像生成に要する時間遅れを考慮して位置ズレを減少させる手法について詳述し，実験

結果を示している。

　第 7章では，主観評価実験により，提案手法の有効性を検証した結果について述べている。対面時におけ

る視線方向の認知実験，および，視覚的共同注意を行う状況での認知実験のいずれにおいても，提案手法に

よる視線復元が有効であることが検証された。

　第 8章では，重畳される仮想の顔映像と，現実の顔との間の，光学的な不整合を解消する手法について述

べている。人間の顔において，仮想部分と現実部分で光学的不整合が生じている場合に，それを見る人が受
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ける違和感について定量的な評価を行うとともに，カラーマッチングの手法を用いて，色合いを整合させた

顔映像を生成し，重畳した結果を示している。

　第 9章は，まとめである。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　人間がコミュニケーションする場合に重要な視線情報が，複合現実感を実現するために装着する HMD

によって失われてしまう問題に着眼し，仮想的に HMDを消去するというユニークな着想で解決法を提案

した点は，独自性と新規性に富んだ研究成果として高く評価できる。実用レベルとしては課題も残されて

いるが，構築した実験システムの完成度は高い。また，提案手法の有効性を評価実験により検証しており，

論文としての完成度も高い。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




